
戸籍の窓 3月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

（推計） 

4月1日現在（前月比） 

合　計　20,587人　（△77） 

　男　　 9,953人　（△48） 

　女　　10,634人　（△29） 

世帯数　 6,857世帯（△46） 

講演会のお知らせ 
「
継
体
大
王
と
近
江
高
島
」 

日
時
　
5
月
26
日
（
土
） 

　
　
　
17
時
〜
18
時
ま
で 

場
所
　
松
岡
公
民
館
3
階
　
講
義
室 

入
場
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

主
催
　
越
の
国
・
里
づ
く
り
の
会 

　
高
島
市
は
、
継
体
大
王
の
お
父
さ
ん
が

居
た
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
井

先
生
に
は
、
高
島
市
の
継
体
大
王
に
つ
い

て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　 

　
生
涯
学
習
課
　
1
61
ー
3
4
0
0

法
律
無
料
相
談
所 

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
３１
日
（
木
）
で
す
。 

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。 

と
　
き
　
5
月
20
日
（
日
） 

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
16
時 

と
こ
ろ
　
ラ
ブ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
　
エ
ル
パ 

内
　
容
　
犯
罪
被
害
、
土
地
、
建
物
、
金
銭
や
家

庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
法
律
に
関
す
る
問
題

全
般
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

お
申
し
込
み
　
当
日
、
会
場
受
付 

主
　
催
　
福
井
地
方
裁
判
所
、
福
井
弁
護
士
会
、

福
井
地
方
法
務
局
、
福
井
地
方
検
察
庁 

お
問
い
合
わ
せ
　
福
井
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課 

　
1
28
ー
8
7
2
3

■
休
日
窓
口
開
設 

と
　
き
　
5
月
27
日（
日
）8
時
30
分
〜
17
時
30
分 

と
こ
ろ
　
福
井
県
税
事
務
所 

と
　
き
　
5
月
27
日（
日
）10
時
〜
17
時
30
分 

と
こ
ろ
　
ラ
ブ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
　
エ
ル
パ 

■
夜
間
窓
口
開
設 

と
　
き
　
5
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）20
時
ま
で 

と
こ
ろ
　
福
井
県
税
事
務
所 

お
問
い
合
わ
せ
　
福
井
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課 

　
1
21
ー
0
0
1
0

清
流
と
歴
史
を
慈
し
み
、
文
化
を
育
む
愛
情
の
ま
ち

平
成
19年

5月
2日
発
行
　
永
平
寺
町
企
画
財
政
課

〒
910-1192

福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
松
岡
春
日
1－
4

T
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5
月
号

たけなか　ゆうくんたけうち　けんごくんまつした　りいな ちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

名
　
前

年
齢

住
　
所

青
木
　
正
人
　
49

東
古
市

新
井
　
四
郎
　
87

清
水

壷
内
　
親
　
　
74

東
古
市

前
田
　
則
男
　
84

牧
福
島

宮
崎
　
助
吉
　
67

東
古
市

浅
野
　
要
　
　
68

山
王

竹
中
　
優ゆ

う

男
　
亮
　
・
美
和
子

諏
訪
間

竹
内
　
健け

ん

悟ご

男
　
啓
二
・
美
智
子

栗
住
波

松
下
り
い
菜な

女
　
道
明
・
明
子
　
松
岡
葵
3

荒
井
　
菜な

生お

女
　
陽
介
・
希
代
子

松
岡
観
音
2

荒
井
　
萌め

生い

女
　
陽
介
・
希
代
子

松
岡
観
音
2

佐
々
木
聖
生
ひ
び
き

男
　
大
樹
・
ま
ゆ
み

松
岡
志
比
堺

江
守
　
泰た

い

紀き

男
　
有
希
・
通
子
　
松
岡
松
ヶ
原
3

沖
　
　
莉り

穏お
ん

女
　
隼
人
・
麻
莉
　
松
岡
領
家

清
水
　
紗さ

梛な

女
　
俊
弘
・
絵
理
香

松
岡
葵
3

浅
井
　
凜り

音の
ん

女
　
昭
彦
・
恵
　
　
浅
見

吉
波

中
村
　
憲
二

吉
波

五
十
嵐
め
ぐ
み

江
市

松
岡
葵
3

岡
D

敏
文

松
岡
葵
3

釋
氏
　
悠

福
井
市

轟

大
川
　
政
明

轟

部
美
佐
代

福
井
市

松
岡
椚

眞
榮
里
幹
夫

松
岡
椚

西
野
　
絵
美

石
川
県

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
か
た
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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No.16
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ぼくたちの元気を乗せて泳げ！！ ぼくたちの元気を乗せて泳げ！！ ぼくたちの元気を乗せて泳げ！！ 
上志比児童館でジャンボこいのぼりを作りました。児童館へ遊びに来た子どもたちが、大きなこいのぼり 
いっぱいに好きな絵を思いっきり描きました。上志比児童館で泳いでいますので、観に来てください。 

お
詫
び

広
報
4
月
号
に
お
い
て
、
綴
じ
穴
の
位
置

に
一
部
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
ふ
じ
を
　
94

谷
口

齋
藤
　
ち
の
　
85

山
王

吉
田
こ
と
み
　
95

松
岡
春
日
3

渡
邉
　
國
夫
　
77

京
善

嶋
川
　
　
士
　
83

法
寺
岡

ご入学おめでとう！
町内の各小学校では、
入学式が行われました。

鯖 



明
日
へ
つ
な
が
る
、
未
来
へ
つ
な
が
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
中
部
縦
貫
自
動
車
道
〜 
　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
一
般
国
道
1
5
8
号
の
自
動
車
専
用
道
路

で
長
野
県
松
本
市
を
起
点
に
、
飛
騨
、
美
濃
、
越
前
の
険
し
い
山
岳

地
帯
を
通
り
福
井
市
に
至
る
総
延
長
約
1
6
0
km
の
高
規
格
幹
線
道

路
で
す
。 

　
同
自
動
車
道
は
、
関
東
、
中
部
地
方
と
近
畿
、
北
陸
地
方
の
広
域

的
、
一
体
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、
中
央
自
動
車
道
長
野
線
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
、
北
陸
自
動
車
道
を
相
互
に
連
絡
し
て
広
域
交
通
の

円
滑
化
を
図
り
、
文
化
・
観
光
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興
や
産
業

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
道
路
と
し
て
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
永
平
寺
大
野
道
路
は
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
を
形
成
し
、
福

井
市
か
ら
永
平
寺
町
・
勝
山
市
を
経
由
し
大
野
市
に
至
る
延
長
26
・

4
km
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
国
土
交
通
省
福
井
河
川
国
道
事
務

所
で
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
永
平
寺
町
松
岡
吉
野
区
（
１
工
区
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
調
整
を
進
め
て
き

た
永
平
寺
大
野
道
路
の
構
造
並
び
に

県
道
稲
津
松
岡
線
バ
イ
パ
ス
、
荒
川

付
け
替
え
、
周
辺
の
圃
場
整
備
計
画

が
ま
と
ま
り
、
平
成
19
年
3
月
末

に
幅
杭
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
永
平
寺
大
野
道
路
の

全
線
で
構
造
（
予
備
設
計
）
が
概
ね

ま
と
ま
り
、
地
区
単
位
で
の
幅
杭
設

置
が
完
了
し
ま
し
た
。 

幅
杭
完
了
式
に
立
会
う
松
本
町
長
、 

松
岡
吉
野
区
住
民
代
表
の
か
た
が
た 

～松本文雄町長～ 
　今回の開通は、沿線地
域住民にとって大きな喜
びであるとともに、中部
縦貫自動車道の整備にと
って大きな前進でありま
す。本路線は四市町を貫
き、医療面などにおける
地域間の連携強化をはじ

め観光振興、産業経済の発展に大きく寄与するもの
であり「真に必要な道路」です。 
　今後とも永平寺町は、国、県と一丸となって、中
部縦貫自動車道の1日も早い完成に向けた整備に必
要な財源の確保と、より一層の整備促進に取り組ん
で参りますので、皆様のご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。 

松
岡
吉
野
区
の
 

　
幅
杭
設
置
が
完
了
 

　
上
志
比
イ
ン
タ
ー
か
ら
勝
山
イ
ン
タ
ー
間
（
延
長
7
・
9
km
）

に
つ
い
て
は
、
地
元
か
ら
の
早
期
供
用
の
要
望
に
応
え
平
成
２０
年

度
末
の
完
成
に
向
け
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
大
野
イ
ン
タ
ー
間
の

全
線
開
通
に
つ
い
て
は
、
概
ね
１０
年
後
の
完
成
を
目
標
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

橋梁上部工事が進む 
「吉峰高架橋」 

工事が進む「鹿谷高架橋、勝山インター」 

用地取得が進む大野市域 平成19年度改良工事を進める 
石上地区と「栗住波高架橋」 

　永平寺町上志比インターから勝山市鹿谷イン
ター間（3工区）は、平成20年度の完成をめ
ざして、残る工事を鋭意促進していきます。 

　勝山インターから大野インター間（4工区）は、既
に94%の用地取得が進み、平成19年度には本格工事
に先がけ工事用進入路などの準備工事を進めることと
しています。 

工事が進む永平寺大野道路 

勝山インター 勝山インター 

鹿谷高架橋 鹿谷高架橋 

栗住波高架橋 石上地区 大野インター 大野インター 

大野油坂道路 大野油坂道路 

中部縦貫自動車道

広報永平寺5月号 2

中部縦貫自動車道

広報永平寺5月号3

高規格幹線道路網

永平寺東インター

開通した永平寺西インターから永平寺東インター間

永平寺西インター



「永平寺町環境基本計画」を策定しています 「永平寺町環境基本計画」を策定しています 「永平寺町環境基本計画」を策定しています 
なぜ今、環境基本計画を策定するのか？ 

環境基本計画の位置づけ 
　永平寺町環境基本計画は、国や県の環境基本計画並びに関連法令の主旨を踏まえ、現在検討されている永平寺
町環境基本条例、永平寺町総合振興計画の推進を環境面から実現する役割を担っています。 

環境基本計画の策定にあたって 
　計画の策定にあたり、町では有識者や関連団体の代表などによって構成される策定委員会を設置し、皆さんか
らいただいたアンケートの回答結果などを踏まえて調査と審議を行い、平成19年度中の計画策定をめざします。 

アンケート結果について 
　「永平寺町環境基本計画」を作成するにあたり、広く皆様から環境に関する意見などをいただき内容に反映する
ため、町民・事業者・中学生を対象とした環境に関するアンケート調査を実施しました。ここでは、そのアンケ
ート結果（町民アンケート）の一部を皆様へご報告いたします。 

町民アンケート実施概要 
対　　象：無作為抽出による73歳までの町民1,300人（町内の中学生202人含む） 
実施期間：平成19年１月22日～2月5日 
回 収 率：48％（478名） 

　私たちの社会が、「大量生産、大量消費、大量廃棄」型になったことで、廃棄物量の増大、生活排水による水質
汚濁や、地球温暖化など様々な問題が起きています。 
　また、これらの問題は、様々な原因が複雑に絡み合って発生しています。 
　このような環境問題を解決するためには、町民・事業者・町（行政）および滞在者が一体となって、私たちの
社会や生活様式を見直し、地球環境へ与える負担を減らすこ
とが不可欠です。 
　そのために、身近な生活環境に関することから、自然、歴
史資源など幅広く環境をとらえ、それらをどのように守り育
てていくかを示す「環境を守り育てるための指針」としての
役割を持った計画が必要となってきています。 

町民・滞在者 
事業者 

町 

環境問題を解決するためには、 
町民・事業者・町・滞在者が 
一体となって 
環境を守る必要があります 

環境問題を解決するためには、 
町民・事業者・町・滞在者が 
一体となって 
環境を守る必要があります 

環境問題を解決するためには、 
町民・事業者・町・滞在者が 
一体となって 
環境を守る必要があります 

あなたは環境を保全するということを 
どのようにお考えですか。 Q

ごみの減量化に向けて取り組んでいることはありますか。 Q

環境を保全す
ることは重要で
あるが、そのた
めに、生活が不
便になることは
避けたい 
53.6％ 

環境を保全するために、
生活様式を変えること
は仕方がない 
40.4％ 

環境を保全するよりも、
生活の利便性、快適性
を追求すべきである 
2.5％ 

環境を保全することが重要
だとは思わない　0.4％ 

無回答　3.1％ 

　約5割の回答者が“環境保全は重要であるが、その
ために生活が不便になることは避けたい”と答えています。 

　ごみの減量化に際し、“牛乳パックや
トレーの回収に協力”“地域の資源回収
への積極的な参加”が多くなっています。 

　望ましい環境としては、“水や空気の
おいしいまち”と“緑がきれいで、自然に
囲まれたまち”が多くなっています。次
いで“川のきれいなまち”“静かで、落ち
着いた雰囲気のまち”となっています。 

みんなに愛され親しまれる九頭竜川とするために、 
どのような取り組みに参加したいと思いますか。 Q

清掃や草刈り
などの維持・
管理など 
29.9％ 

川を使った交
流イベント 
21.3％ 生息する生き物を守る

活動など　15.3％ 

自然観察会など 
8.4％ 

関心はあるが参
加したいとは思
わない 16.1％ 

関心がない　2.7％ 

その他　1.3％ 無回答　5.0％ 

　約3割の回答者が“清掃や草刈りなどの維持･管理”、次
いで“川を使った交流イベント”に参加したいと答えています。 

牛乳パックやトレーの回収などに協力する 

地域の資源回収などへ積極的に参加する 

食事は食べ残しのないように適量だけつくる 

商品購入に際して、過剰な包装は断る 

買い物にはマイバッグを持参する 

使い捨て商品はできるだけ使わない 

使用頻度の低いものはリースやレンタルを活用する 

特に何もしない 

その他 

無回答 

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％） 

69.9％ 

61.1％ 

49.6％ 

45.4％ 

39.6％ 

22.8％ 

7.5％ 

5.8％ 

2.4％ 

1.3％ 

将来の永平寺町の望ましい環境は？ Q
水や空気のおいしいまち 

緑がきれいで、自然に囲まれたまち 

川のきれいなまち 

歴史、伝統を大切にするまち 

静かで、落ち着いた雰囲気のまち 

ごみのない（少ない）きれいなまち 

利便性の高い発展したまち 

里山や田園の豊かなまち 

多くの生き物が生息するまち 

多くの人々が集まるにぎわいのあるまち 

地球環境保全に取り組むまち 

リサイクルの盛んなまち 

ボランティア活動の盛んなまち 

省エネルギーに貢献するまち 

その他 

46.9％ 

46.0％ 

30.3％ 

29.9％ 

27.7％ 

24.8％ 

15.5％ 

14.8％ 

13.1％ 

12.2％ 

10.0％ 

7.1％ 

6.2％ 

5.8％ 

1.5％ 

0 10 20 30 40 50（％） 

お問い合わせ　環境課　161－1111（内線236） 
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小林
こばやし

晴
はる

音
ね

ちゃん　1歳
（松岡松ヶ原3）

うたと踊りが大好き、「アイアイ♪」
と歌っておさるポーズで踊るよ!!
幼児園のお友達と先生、アンパン

マンが大好き

松浦
まつうら

獅
し

童
どう

くん　2歳（松岡室）
ボウケンジャーやゲキレンジャーが
大好きで、自分も強くなりたいと思っ
ています！！



5月の予防接種日程 5月の予防接種日程 

5月の乳幼児健診日程 5月の乳幼児健診日程 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

永平寺町特定不妊治療費助成事業について 永平寺町特定不妊治療費助成事業について 
　永平寺町では、平成19年度から、不妊治療のうち医
療保険が適用されず治療費が高額になる体外受精また
は顕微授精（凍結胚移植を含む）について、その治療
費の一部を助成します。ただし、「福井県特定不妊治療
費助成事業」を優先的に利用することを原則とします。 
〇助成を受けることができる人 
　次の要件をすべて満たすかたです。 
　☆平成19年4月1日から治療を開始する者 
　☆福井県の特定不妊治療費の助成を受けている者 
　☆申請日において、永平寺町に 1年以上引き続き、
住所があり住んでいる者 

　☆申請日において、法律上の婚姻をしている夫婦で
あること 

　☆町税を完納していること 
　☆夫婦の所得の合計額が730万円未満であること 
　　（※所得の計算は児童手当法施行令を準用します） 
○助成額および助成期間 
　1回の治療につき10万円を限度として、1年度あた
り2回まで助成します。ただし、治療に要した費用の
うち、県の助成金額を差し引いた額とします。 
〇申請手続きの方法 
　永平寺町内の各保健センターで、申請の相談や受け
付けをしています。詳しくは各保健センターにお問い
合わせください。 

保育料・授業料が改定

広報永平寺5月号 6
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予防接種名

BCG（結核）
個別予防接種

対　象　者

平成19年1月１日～1月31日
生まれ及び前期間未接種のお子さん

期　　　間

5月7日（月）
～5月12日（土）

次回

6月

接種場所

町内指定
医療機関

三種混合
（ジフテリア・百
日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫　平成18年12月１日
～12月31日生まれ及び90ケ月未満
の未接種のお子さん
≪1期追加≫　平成17年4月2日～
平成17年11月30日生まれ及び前期
間未接種のお子さん

5月14日（月）
～5月19日（土） 6月

町内指定
医療機関

麻しん・風しん
1期

個別予防接種

平成18年4月１日～4月30日生まれ
及び24月未満の未接種のお子さん
☆又は、2歳未満で「麻しん」「風しん」
のどちらも未接種のお子さん
※「麻しん」または、「風しん」のどち
らかにかかったお子さんは、必ず各
保健センター　保健師までご連絡く
ださい。

5月21日（月）
～5月26日（土） 6月

町内指定
医療機関

★対象者には町から問診票を送付します
★町から配布されております「予防接種と子供の健康」、あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください
★予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください

★対象のお子さんには、受診票を送付しています
★受診票について、また健診日程についてのお問い合わせは各保健センターの保健師まで

健診・相談内容

1歳半児
健診

対　　象　　児

平成17年8月、9月、
10月生まれ

日　　程

5月10日（木）

5月18日（金）

場　　所

永平寺保健センター

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

時　　間

13時30分
～14時まで受付け

13時30分
～14時まで受付け

3歳児健診 平成16年2月、3月、
4月生まれ

5月15日（火）

5月16日（水）

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

永平寺保健センター

13時30分
～14時まで受付け

13時30分
～14時まで受付け

学校の行き帰り気をつけてね！！ 
　4月9日から11日の3日間町内の各小中学校におい
て永平寺署、町内各種交通関係団体による交通安全街
頭指導が行われました。新入学時期に合わせてリュウ
ピー君たちが通学、帰宅時の交通安全を呼び掛けました。
子どもたちも笑顔で応えていました。 

車いす贈呈 
 
 
 
　4月6日に永平寺
町社会福祉協議会で
福井吉田ライオンズ
クラブ（会長野路光
男氏）から永平寺町

社会福祉会へ車いすの贈呈が行われました。 
　贈られた車いす6台は永平寺町社会福祉協議会の永平
寺町デイサービスセンターの各3ヶ所で活用されます。 

町民清掃の日 
 
 
 
　4月 15日早朝 6
時から町内一円で町
内主要道路、河川
敷などの空き缶など
のゴミ拾い清掃作業
が行われました。 

　町民や関係団体、町職員など約400名の一斉作業に
より町内がきれいになりました。ご協力ありがとうご
ざいました。 

平
成
１９
年
4
月
1
日
よ
り

保
育
料
・
授
業
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
税
定
率
減
税
縮
減
に
伴
い
、
保
護
者
の
負
担
増
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
保
育
料

の
安
定
お
よ
び
、
子
育
て
中
の
家
庭
へ
の
経
費
軽
減
を
図
る
た
め
次
の
よ
う
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
点
】

第
1
点
　
保
育
料
徴
収
基
準
額
の
入
所
児
童
に
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分
の
定
義

（
第
4
〜
第
7
階
層
）

第
2
点
　
保
育
料
・
授
業
料
半
額
徴
収
基
準

第1点　保育料徴収基準額表

各月初日の入所児童に属する世帯の階層区分 徴収金基準額（月額）

階層区分 定　　　　　義

第1階層 生活保護法による被保護者世帯
（単給世帯を含む） 0円 0円

第2階層

第3階層

第4階層

第5階層

第6階層

第7階層

第1階層および第4～
第7階層を除き、前年
度分の町民税の額が次
の区分に該当する世帯

町民税非課税世帯

町民税課税世帯

4,000円 3,500円

第1階層を除き、前年
度分の所得税課税世帯
であって、その所得税
の額の区分が次の区分
に該当する世帯

72,000円未満 18,000円

72,000円以上
180,000円未満 31,500円

180,000円以上
459,000円未満 40,000円

459,000円以上 42,000円

（午後6時降園）
16,500円

（午後4時降園）
14,000円

10,000円 6,000円

3歳未満児の場合 3歳以上の場合

第2点　保育料・授業料半額徴収基準

同一世帯から同時に2人以上入所している場合の軽減の拡大
保護者の所得に関係なく、
2人目は、当該児童の徴収基準額×0.5
3人目以降は、当該児童の徴収基準額×0.1
・兄弟数は、年齢が高い順に数えます。
兄弟で幼稚園・幼児園別々に入所している場合も適用されます。



町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
か
た
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　
総
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
9
8
）

◎
中
小
企
業
資
金
の
融
資

●
貸
付
金
の
使
途
お
よ
び
限
度
額

事
業
運
転
・
設
備
資
金

1
5
0
0
万
円
以
内

●
貸
付
金
利
子
　
年
利
1.8
％

●
利
子
補
給

貸
付
利
率
の
0.5
％
を
超
え
る
利
息
分

を
補
給

●
保
証
料
補
給

保
証
料
の
1
／
2
に
相
当
す
る
額
を

補
給

●
窓
口
業
務
を
行
う
金
融
機
関

福
井
銀
行
松
岡
支
店（

1
61
ー
1
2
0
0
）

永
平
寺
支
店
　（
1
63
ー
3
2
2
0
）

上
志
比
支
店
　（
1
64
ー
2
3
2
3
）

福
邦
銀
行
松
岡
支
店（

1
61
ー
0
0
6
3
）

福
井
信
用
金
庫
松
岡
支
店

（
1
61
ー
1
1
7
0
）

越
前
信
用
金
庫
北
郷
支
店

（
1
0
7
7
9
ー
89
ー
1
1
1
4
）

◎
繊
維
産
業
育
成
資
金
の
融
資

●
貸
付
金
の
用
途

繊
維
産
業
育
成
の
た
め
の
資
金

●
限
度
額
、
事
務
手
数
料
な
ど

各
織
物
協
同
組
合
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

志
比
堺
織
物
協
同
組
合

（
1
61
ー
0
0
7
4
）

松
岡
織
物
協
同
組
合（

1
61
ー
0
2
0
9
）

※
貸
付
年
利
に
つ
い
て
は
今
後
変
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

1
歳
ま
で
の
乳
児
を
対
象
に
「
離
乳
食

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

月
　
日

5
月
16
日
（
水
）

時
　
間

10
時
〜
11
時
30
分

内

容

「
マ
マ
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
」
離
乳
食
相
談
会

管
理
栄
養
士
　
中
川
　
栄
子
氏

場
　
所

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６１
ー
0
1
1
1

地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、
永
平
寺
町

内
の
中
学
生
を
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

自
立
で
き
る
よ
う
職
場
体
験
を
実
施
し
ま

す
。
事
業
所
1
〜
3
名
程
度
の
職
場
体
験

の
受
け
入
れ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目

的

地
域
で
、
若
者
の
勤
労
観
・
職

業
観
の
大
切
さ
、
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
な
ど
を
育
て
る
。

内

容

文
部
科
学
省
指
定
事
業
　
キ
ャ

リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
キ
ャ

リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
に
お

け
る
5
日
間
の
職
場
体
験

対

象

町
内
の
中
学
2
年
生（
2
3
4
人
）

期
　
間

松
岡
中
学
校
・
上
志
比
中
学
校

6
月
4
日
（
月
）
〜
6
月
8
日
（
金
）

永
平
寺
中
学
校
　
11
月
5
日
（
月
）
〜

11
月
9
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
　

1
６１
ー
3
4
0
0

今
年
度
も
、
福
井
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
土
砂
の
受
入
れ

先
を
公
募
し
ま
す
。
埋
め
立
て
な
ど
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

応
募
条
件
な
ど

一
定
の
条
件
あ
り
。
詳

し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

受
付
期
限

12
月
28
日
（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

県
足
羽
川
激
特
対
策
工
事
事
務
所

1
３５
ー
7
3
9
6

県
福
井
土
木
事
務
所

1
２４
ー
5
1
1
1

県
　
江
土
木
事
務
所

1
0
7
7
8
ー
５１
ー
2
2
5
6

働
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
か
た
や
、

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
た
に
就
業
相
談
員

や
母
子
自
立
支
援
員
な
ど
が
一
緒
に
考
え

ま
す
。
ま
た
、
母
子
家
庭
の
か
た
の
不
安
、

悩
み
な
ど
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
秘

密
は
守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
時

5
月
28
日
（
月
）

10
時
〜
15
時

場
　
所

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
　
1
２１
ー
0
7
3
3

福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
課
　
1
３６
ー
2
8
5
7

海
で
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
や
っ
て
み
た

い
、
で
も
、
い
き
な
り
は
ち
ょ
っ
と
…
と

お
考
え
の
あ
な
た
。
ま
ず
は
、
プ
ー
ル
で

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し

ま
せ
ん
か
？

日
　
時

5
月
27
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時

5
月
30
日
（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所

福
井
市
東
山
健
康
運
動
公
園

申
し
込
み

5
月
1
日
（
火
）
か
ら
窓
口

に
て
受
付

お
問
い
合
わ
せ

福
井
市
東
山
健
康
運
動
公
園

1
５４
ー
9
1
9
0

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

  
 『

空
の
散
歩
、
永
平
寺
町
。』　
中
村
　
継
夫 

『
伊
東
家
の
食
卓
不
滅
の
裏
ワ
ザ
大
全
集 

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
1
0
0
！！
』
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網 

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
生
活
常
識
の 

大
逆
転
暮
ら
し
得
ア
ッ
プ
術
』
北
折
　
一 

『
お
母
さ
ん
が
す
ぐ
に
う
た
え
る 

12
の
ね
か
せ
う
た
え
ほ
ん
』
小
林
　
衛
己
子 

『
お
役
所
あ
る
あ
る
物
語
』
黒
木
　
誠 

『
か
ら
だ
に
や
さ
し
く
、 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
フ
ォ
ー
ム
』
佐
光
　
紀
子 

『
し
び
れ
が
気
に
な
る
と
き
に
読
む
本
』
星
野
　
雄
一 

『
周
恩
来
秘
録
（
上
・
下
）』
高
　
文
謙 

『
白
川
静
さ
ん
に
学
ぶ
漢
字
は
楽
し
い
』
白
川
　
静 

『
世
界
遺
産
建
築
の
不
思
議
』
天
井
　
勝
海 

『
戦
国
の
鳳（
お
お
と
り
）お
市
の
方
』鈴
木
　
輝
一
郎 

『
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン〈
3
分
料
理
人
選
手
権
〉の 

早
う
ま
！
3
分
料
理
レ
シ
ピ
1
0
0
』石
井
　
裕
加 

『
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
遺
産
（
上
・
下
）』 

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ベ
リ
ー 

『
東
海
・
北
陸
・
信
州
「
道
の
駅
」
オ
ー
ル
ガ
イ
ド
』 

『
十
津
川
警
部
幻
想
の
天
橋
立
』
西
村
　
京
太
郎 

『
ど
ん
底
』
そ
の
ま
ん
ま
東 

『
な
わ
と
び
千
夜
一
夜
』
林
　
真
理
子 

『
ブ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
上
・
下
）』 

ボ
ブ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド 

『
不
動
心
』
松
井
　
秀
喜 

『
ぼ
く
の
手
は
き
み
の
た
め
に
』
市
川
　
拓
司 

『
マ
マ
の
友
達
』
新
津
　
き
よ
み 

『
娘
に
語
る
人
種
差
別
』 

タ
ハ
ー
ル
・
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
ー
ン 

『
め
ま
い
が
す
る
と
き
に
読
む
本
』
鈴
木
　
衞 

『
焼
刃
の
に
お
い
』
津
本
　
陽 

『
許
さ
れ
る
嘘
、
許
さ
れ
な
い
嘘
』
浅
野
　
史
郎 

『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
』 

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー 

『
時
間
が
お
い
し
く
し
て
く
れ
る
。』久
保
　
香
菜
子 

 『
図
書
館
へ
行
こ
う
！
図
書
館
ク
イ
ズ
』 

　
　
　
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
立
朝
暘
第
一
小
学
校 

『
鳥
の
く
ち
ば
し
図
鑑
』
国
松
　
俊
英 

『
ふ
ね
に
の
っ
た
ね
こ
の
ヘ
ン
リ
ー
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ー
・
カ
ル
ホ
ー
ン 

『
べ
ん
け
い
と
お
と
み
さ
ん
』
石
井
　
桃
子 

『
魔
法
の
オ
レ
ン
ジ
の
木
』 

　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ア
ン
・
ウ
ォ
ル
ク
ス
タ
イ
ン 

『
ミ
ク
ロ
の
世
界
　
2
』
西
川
　
美
樹 

『
ム
シ
と
あ
そ
ぼ
う
海
野
和
男
の
ム
シ
シ
シ
シ
　
5
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

海
野
　
和
男 

『
風
の
館
の
物
語
　
1
』
あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

『
ご
ろ
ん
ご
ろ
ん
』
ま
つ
お
か
　
た
つ
ひ
で 

『
あ
た
ま
に
か
き
の
木
』
小
沢
　
正 

『
裁
判
の
ひ
み
つ
』
青
木
　
萌 

『
し
ま
ふ
く
ろ
う
の
み
ず
う
み
』
手
島
　
圭
三
郎 

『
ベ
ッ
ド
の
し
た
に
な
に
が
い
る
？
』 

　
　
　
　
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン 

『
天
と
地
の
守
り
人
　
第
3
部
』
上
橋
　
菜
穂
子 

『
な
に
し
て
い
る
の
？
』
五
味
　
太
郎 

       

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1
６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1
６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1
６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

どん底 
そのまんま東 
「音羽出版」 

ごろんごろん 
まつおか　たつひで 

「ポプラ社」 

ほのぼの　男女料理教室　参加者募集 ほのぼの　男女料理教室　参加者募集 
　町では男女共同参画事業・食育推進事業のひとつと
して、男女ペアによる料理教室（2回継続）を開催し
ます。参加者資格は夫婦、親子（父親と子どもさん優先）、
友人のかたで男女ペアにて参加してください。 
　詳細は次のとおりです。多数のご参加をお待ちして
おります。 
1. 実施日 
○第1回（和食） 
　6月30日（土）9時30分～12時30分 
○第2回（洋食） 
　7月 7日（土）9時50分～12時30分 
2.会　場 
　天谷調理製菓専門学校（松岡兼定島34） 

3.募集人員　15組　30人 
4.申込期間 
　5月14日～6月22日 
　（但し定員になり次第締め切ります） 
5.申込方法 
　電話またはEメールで受け付けます 
　161-1111　内線246 
　Eメール　seikatsu @ town.eiheiji.lg.jp 
6.参加費　1組　4,000円（2人分の2回） 

お問い合わせ　住民生活課内男女共同参画室 
　　　　　　　161－1111（内線246） 

図書館だより
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くらしの情報
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中
小
企
業
の
経
営
を
応
援
し
ま
す

（
永
平
寺
町
が
提
携
し
て
い
る
安
心
融
資
）

中
学
生
職
場
体
験
の
事
業
所
募
集

災
害
復
旧
工
事
土
砂
公
募

”
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“

『
町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』

行
っ
て
い
ま
す
！

離
乳
食
相
談
会
の
ご
案
内

母
子
家
庭
等
就
業
巡
回
相
談
開
催

プ
ー
ル
で
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を

や
っ
て
み
よ
う
！

鯖 



察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

住宅用火災警報器助成金制度ができました 住宅用火災警報器助成金制度ができました 住宅用火災警報器助成金制度ができました 
　住宅用火災警報器を基準どおり設置した世帯に、購入金額の1/3以内で最高2,000円
を助成します。助成金申請期間は平成19年4月１日から平成20年3月31日までです。 
　設置後は消防署にある「住宅用火災警報器設置届出書兼住宅用防災機器助成金申請書」の提出が必要です。
（現に設置届出書を提出されたかたは、別に助成金申請書がありますので、その提出が必要です）留意事項
がありますので、詳しいことはお問い合わせください。 

普通救命講習会（AED）を開催します 普通救命講習会（AED）を開催します 普通救命講習会（AED）を開催します 

日　時　6月24日（日）9時～12時 
場　所　永平寺町東古市10－5 
　　　　永平寺開発センター　2階　和室 
受講料　無料 
受講対象者　町内に在住、在勤、在学の中学生以上
のかた（既に受講されているかたは、技術の維持・
向上のため2年毎に再講習を受けてください） 
定　員　30名（先着順となります） 

受講申込　受付期間は、講習日の1ヶ月前から前日ま
でとしますが、定員になり次第締め切らせていた
だきます。申請書は、最寄りの消防署・分署にあ
ります。（永平寺町消防ホームページからもダウン
ロードできます）受講申請書に必要事項を記入して、
最寄りの消防署・分署にお申し込みください。 
※講習を修了し、必要な知識・技術を習得されたか
たには、カード式の修了証を交付します 

　呼吸や心臓の停止した人が、救急車が来るまでに何の応急手当も受けずに放置さ
れれば救命率（社会復帰）は、極めて低くなります。いざというとき大切な人を救
うために、講習会を受講しておきましょう。講習内容は、救命に必要な心肺蘇生法
を中心にＡＥＤ（除細動器）を用いた電気ショックの行い方、大出血時の止血法などとなっています。 

講習会の詳細は、最寄りの消防署・分署までお問い合わせください。 

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

中型自動車・中型免許の新設 中型自動車・中型免許の新設 
　普通免許で運転できた貨物自動車の死亡事故件数が、著しく増えています。  これらの事故防止を図るた
め、中型免許制度が設けられました。  
　これは、自動車の種類として今までの普通自動車と大型自動車の区分の間に、  中型自動車を新設し、こ
れに対応する免許の種類として中型免許、中型第二種免許、中型仮免許を新設したものです。 

詳細について知りたいかたは、警察署・交番・駐在所で 

消防・警察
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お問い合わせ 福井社会保険事務所　123－1002

普通自動車 中型自動車

20歳以上　経験2年以上

大型自動車

21歳以上　経験3年以上受 験 資 格 18歳以上

5トン以上11トン未満 11トン以上車両総重量 5トン未満

3トン未満6.5トン未満 6.5トン以上最大積載量 3トン未満

11人以上29人以下 30人以上乗 車 定 員 10人以下

普通免許を持っているかた
新しい免許制度になっても、運転できる車の大きさの範囲

は同じです。運転免許証の更新などの手続きも必要ありませ
ん。普通第二種免許のかたも同様です。
普通免許を持っているかたは、運転できる中型自動車が現

行の普通自動車に相当するものに限定されている中型免許（8
トン限定中型免許）を受けているものとみなされます。つま
り、中型免許を取り直さなくても、8トン未満の中型自動車で
あれば、今までどおり運転できます。

大型免許を持っているかた
新しい免許制度になっても、運転でき

る車の大きさの範囲は同じです。運転免
許証の更新などの手続きも必要ありませ
ん。大型第二種免許のかたも同様です。
ただし、21歳未満のかた、免許経験が

3年に達しないかたは、新制度における
大型自動車を運転することはできません。

永
平
寺
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

3
月
28
日
、
永
平
寺
町
行
政
改
革

推
進
委
員
会
（
会
長
　
飛
田
正
之
福

井
県
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）は
、

松
本
町
長
へ
行
政
改
革
大
綱
に
関
す

る
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の

答
申
は
、
昨
年
12
月
に
町
長
か
ら
諮

問
さ
れ
た
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
に

つ
い
て
、
同
委
員
会
が
慎
重
に
内
容

を
審
議
し
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
度
ま
で
を
推
進
期
間
と
す

る
行
政
改
革
大
綱
と
併
せ
て
、
44
項

目
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
効
率
的
な
行
政
運
営

●
事
務
事
業
の
見
直
し

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

民
間
委
託
の
推
進

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用

●
公
共
施
設
と
行
政
組
織
の
再
編

●
定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

②
自
主
性
、
自
律
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保

●
経
費
の
節
減
合
理
化

●
補
助
金
等
の
適
正
化

●
公
共
工
事
の
改
革

●
自
主
財
源
の
確
保

●
公
営
企
業
、
特
別
会
計
、
第
3
セ

ク
タ
ー
の
健
全
化

③
人
材
育
成
の
推
進

分
権
型
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の

職
員
を
育
成
す
る
た
め
、
人
材
育
成

に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
能

力
、
実
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
電
子
自
治
体
の
推
進

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
に

十
分
留
意
し
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利
活
用
に
取
り
組
み
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤
公
正
の
確
保
と透

明
性
の
向
上

行
政
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
情
報

公
開
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
行
政

と
町
民
の
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
醸
成
し
、
町
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
画
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り

ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
5
つ
の
方
策
に
基

づ
き
、
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
る

た
め
、全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は

「
永
平
寺
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

に
報
告
し
助
言
を
求
め
る
と
と
も

に
、
随
時
公
表
し
な
が
ら
町
民
の
皆

様
と
協
働
し
て
行
政
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

※
行
政
改
革
大
綱
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1（
内
線
2
9
8
）

行
政
改
革
大
綱
の

5
つ
の
方
策

永
平
寺
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
35
歳
に
な
ら
れ
る
か
た
に

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

社
会
保
険
庁
に
お
き
ま
し

て
は
、
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
様
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
取
り
組
み
と
し
て

・
年
金
加
入
記
録
の
事
前
通

知
お
よ
び
年
金
見
込
み
額

の
提
供
（
58
歳
事
前
通
知
）

・
裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

（
年
金
加
入
記
録
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
印
字
し
た
年
金

請
求
書
）
を
ご
自
宅
に
送

付
し
て
い
ま
す

こ
れ
に
加
え
、
平
成
19
年

3
月
末
か
ら
35
歳
に
な
ら
れ

る
か
た
を
対
象
に

・
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
〜
35

歳
に
な
ら
れ
る
か
た
へ
の

年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら

せ
〜
」
の
名
称
で
「
58
歳
事

前
通
知
」
と
同
様
、
次
の

内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

①
年
金
に
加
入
さ
れ
た
月

数
②
年
金
加
入
履
歴

③
こ
れ
ま
で
の
加
入
月
数

に
応
じ
て
受
給
権
を
確

保
す
る
た
め
の
注
意
事

項
な
ど
を
表
示

個人住民税が変わります
国の税源移譲により、平成19年分から個人住民税の負

担が変わります。
○税率の変更 国の税源移譲により個人町県民税の所得割
の税率が大きく変わります。

○定率減税の廃止 所得税と個人住民税に適用されてい
た定率減税が廃止されます。
○老年者非課税措置の廃止に伴う経過措置の縮小

老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置が
とられています。平成19年度は税額の3分の1を減額。

税　　目 平成18年分まで
課税対象所得額が
200万円以下 03%
700万円以下 08%
700万円超～ 10%

一律6%個人町民税

課税対象所得額が
700万円以下 02%
700万円超～ 03%

一律4%個人県民税

平成19年分から

※所得税の税率も変わりますので、所得税と個人住民税を合わ
せた負担額は変わりません
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平成19年度　狩猟免許試験の実施について
狩猟をしようとする人は、法定猟法の種類に応じた狩猟免許試験に合格し、狩猟免許を取得した後（有効期間3

年）、狩猟をしようとする都道府県で狩猟者登録を毎年行う必要があります。
また、各市町で実施している有害鳥獣捕獲に、捕獲隊員として参加するには、狩猟免許を所持し、狩猟経験が

あることなど、一定の要件を満たすことが必要です。
つきましては、福井県では、平成19年度の狩猟免許試験を次のとおり実施しますのでお知らせします。

（1）対象者
①福井県内に住所を有する満20歳以上（受験日現在）
の人で、新たに狩猟免許を取得しようとする人
（初心者）
②現に取得している狩猟免許と異なる種類の狩猟免
許を取得しようとする人（経験者）

（2）試験の主な内容
①適性試験（視力、聴力、運動能力）
②知識試験（鳥獣の保護および狩猟の適正化に関す
る法令、鳥獣に関する知識、猟具に関する知識、
鳥獣の保護管理に関する知識）
③技能試験（猟具の取り扱い、鳥獣の判別、距離の
目測）

（3）試験の日時と会場
嶺北会場　7月29日（日） 9時30分～17時30分
福井県立大学福井キャンパス共通講義棟　1階
吉田郡永平寺町松岡兼定島4－1－1

（4）実施要領・申請書の配布先および請書類の提出先
試験実施要領と申請書は、次の機関および県猟友会

で配布しています。試験に関する詳しいことは、試験
実施要領をご覧ください。
また、申請書類は、5月7日（月）～ 6月1日（金）ま

でに、次の機関のうち、申請者の住所地を管轄する機
関に提出してください。（郵送の場合は6月1日（金）
までの消印のあるものに限り、受け付けます）
福井農林総合事務所
〒910-8555 福井市松本3丁目16－10

121－0010
（5）お問い合わせ
その他、不明な点は、上記機関または福井県安全環

境部自然保護課（120－0306）までお問い合わせく
ださい。

1. 狩猟免許の種類について（法定猟法とは、鳥獣保護法第2条第2項に規定する猟法のことです）

免許の種類 法定猟法の種類（使用できる猟具の種類）
網　猟　免　許 網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）
わ な 猟 免 許 わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）
第一種銃猟免許 装薬銃（ライフル銃・散弾銃）、空気銃（圧縮ガス銃を含む）
第二種銃猟免許 空気銃（圧縮ガス銃を含む）

平成19年度狩猟免許試験
より「網・わな猟免許」を
「網猟免許」と「わな猟免許」
に分離します。

2. 狩猟免許試験について

■ 永平寺町人事異動 ■
氏　名 新（異動後） 旧（異動前）

（理　事）

森山　正男 総務理事 民生理事
（企画財政課長事務取扱）

長谷川治人 民生理事 産業建設理事

多田　憲治 産業建設理事 農林課長

清水　正行 教育理事 企画財政課長
（学校教育課長事務取扱）

（課　長）

岡本　栄一 会計課長 商工観光課長
（会計管理者）

奥野　義範 住民生活課長 上水道課長

平野　信二 環境課長 住民生活課長

山村　岩夫 農林課長 環境課長

坪川　三洋 商工観光課長 下水道課長

青木喜代美 上水道課長 会計課長

伊東　照治 下水道課長 議会事務局長

末永　正見 上志比図書館長 学校教育課長

市岡　榮二 議会事務局長 上志比図書館長

（参　事）

毛利　純子 総務課参事 子育て支援課長補佐

茶谷　重敏 企画財政課参事 総務課参事

長谷川斉男 税務課参事 環境課長補佐

吉田　敏夫 環境課参事 税務課参事

中村　耕夫 福祉保健課参事 福祉保健課長補佐

中川まゆみ 子育て支援課参事 農林課長補佐

酒井　暢孝 上水道課参事 上水道課長補佐

山田　幸枝 上水道課参事 上水道課長補佐

酒井　篤男 下水道課参事 永・地域整備課参事

太喜　雅美 永・地域整備課参事 建設課参事

竹内　和英 学校教育課参事 企画財政課参事

加藤　茂森 永平寺図書館参事 学校教育課参事

川口　朱美 東幼児園長 東幼児園長

田中かよ子 志比北幼児園長 志比北幼児園長

南部　敬子 上志比幼児園長 上志比幼児園長

（課長補佐）

堀　まさ美 会計課長補佐 企画財政課主査

川上　昇司 企画財政課長補佐 税務課主査

帰山　英孝 税務課長補佐 住民生活課主査

立花　紀子 税務課長補佐 総務課長補佐

田中　昭義 環境課長補佐 環境課主査

森田久見代 松岡保健センター課長補佐 松岡保健センター主査

氏　名 新（異動後） 旧（異動前）

清水　昭博 子育て支援課長補佐 下水道課長補佐

伊藤　悦子 農林課長補佐 住民生活課主査

河合　淳一 農林課長補佐 税務課主査

府中　絹代 下水道課長補佐 松岡図書館課長補佐

平林　竜一 福井県派遣 永・地域整備課主査

野D 俊也 後期高齢者広域連合派遣 農林課長補佐

(主　査)

酒井富美代 総務課主査 上・町民サービス課主査

加藤　有香 総務課主査 総務課

清水　智昭 企画財政課主査 福井県派遣

坂ノ上恵美 税務課主査 生涯学習課主査

太喜美恵子 住民生活課主査 税務課主査

島本　清美 住民生活課主査 上・生涯学習分室主査

吉田　正幸 住民生活課主査 商工観光課主査

木村　勇樹 福祉保健課主査 住民生活課主査

笠島　和栄 松岡保健センター主査 松岡保健センター

布目　和子 子育て支援課主査 御陵幼児園

前田　辰男 農林課主査 環境課主査

高嶋　　晃 農林課主査 農林課

松平　靖亮 商工観光課主査 農林課主査

島田　通正 永・地域整備課主査 上・町民サービス課主査

竹澤　隆一 永・地域整備課主査 永・地域整備課

酒井　春美 上・町民サービス課主査 上志比図書館

斉藤　一代 生涯学習課主査 下水道課主査

宇随　　治 生涯学習課主査 企画財政課主査

石倉ひと美 上志比図書館主査 総務課主査

（主　事）

伊藤　聡一 総務課 商工観光課

笹木　正美 企画財政課 住民生活課

田中　邦由 税務課 建設課

伊藤　謙宏 住民生活課 永・生涯学習分室

南部倫恵子 福祉保健課 永・町民サービス課

前沢　祐子 松岡保健センター 上志比保健センター

羽柴　幸恵 永平寺保健センター 福祉保健課

清水　暢子 上志比保健センター 松岡保健センター

吉田　忠純 農林課 上水道課

源野　陽一 商工観光課 生涯学習課

菅原　寛晃 建設課 上・生涯学習分室

池田　昌史 上水道課 五領川下水道派遣

清水　俊弘 永・地域整備課 税務課

中野　　大 上・町民サービス課 福祉保健課

岡部　和紀 上・地域整備課 永・地域整備課

氏　名 新（異動後） 旧（異動前）

河合　雅之 上・生涯学習分室 上・町民サービス課

森下　瑞恵 松岡図書館 永平寺図書館

林　龍太郎 五領川下水道組合派遣 上・地域整備課

（技能員）

戸枝　敬三 生涯学習課 監理課

佐々木晴美 永平寺中学校 志比南小学校

山本　富恵 志比南小学校 永平寺中学校

（退　職）

鈴木カズヱ 会計課長補佐

元治　伸晃 住民生活課

仲谷　好枝 技能員

出口　　清 技能員

藤田ひて子 技能員

消防本部

（消防司令－課長級）

中村　泰男 消防本部総務課長（兼）分署統括官

消防本部警防課長

幸川　両蔵 消防本部警防課長 消防本部予防課参事

（消防司令－参事級）

御簗　　博 消防本部予防課参事 永平寺分署長

前田　治和 永平寺分署長 上志比分署長

（消防司令補－課長補佐級）

佐々木利夫 消防本部総務課長補佐 永平寺町総務課長補佐

山田　裕治 上志比分署長補佐 消防本部総務課長補佐

（消防士長－主任級）

西本　政孝 消防本部警防課主任（兼）署

永平寺分署主任

道幸　　誠 永平寺分署主任 消防本部警防課主任（兼）署

（消防副士長－一般職）

上杉　眞一 永平寺分署 消防署警防課

（消防士－一般職）

菅谷　　了 消防署警防課 永平寺分署

（退　職）

鈴木　清昭 消防本部総務課長
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